
　仕事に、家庭に、プライベートにと頑張る女性たちを応援する丸の内キャリア塾。毎
年3月1～8日の「女性の健康週間」では女性の生涯の健康をサポートする取り組みを
行っています。3月1日に開催された丸の内キャリア塾スペシャルセミナー「今こそ学ぼ
うリプロダクティブヘルス＆ライツ」(主催：日本経済新聞社 メディアビジネス イベン
ト・企画ユニット　共催：日本産科婦人科学会、日本産婦人科医会)では、女性特有の不
調や疾患を受け止めながら、自分らしい毎日を送ることについて意見が交わされました。

　 企画・制作＝日本経済新聞社Ｎブランドスタジオ広　  告
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2022年 女性の健康週間 丸の内キャリア塾 スペシャルセミナー

今こそ学ぼうリプロダクティブヘルス＆ライツ
  ～自分の健康（人生）は、もっと自分で決められる！～

待
死
は
８
日
に
１
回
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
、

２
０
２
０
年
度
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
約
19

万
件
と
、
前
年
度
比
で
約
１・６
倍
に
増
加
。

妊
娠
出
産
に
不
安
を
感
じ
る
妊
産
婦
も
増

加
し
ま
し
た
。
子
供
へ
の
虐
待
も
深
刻
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
背
景
に
は
予
期
し
な

い
妊
娠
、
妊
婦
健
診
の
未
受
診
、
若
年
妊

娠
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
打
破
す
る
の
が
包
括
的
性

教
育
で
す
。
09
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
中
心

と
な
り
、
包
括
的
性
教
育
の
指
針
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
義
務
教
育
の
学
習

指
導
要
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で
は
、

我
が
国
の
成
熟
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
実
現
に

向
け
て
今
後
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
普
及
推
進
宣
言
を

行
う
予
定
で
す
。
そ
し
て
産
婦
人
科
専
門

医
が
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
必
修
知
識
と
し
て
身
に

つ
け
、
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）」
と
は
、
日

本
語
で「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
」

と
訳
さ
れ
ま
す
。
性
や
子
供
を
産
む
こ
と
に

関
わ
る
全
て
に
お
い
て
、
身
体
的・精
神
的
・

社
会
的
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
こ
と
。
そ
し

て
自
分
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
、
身
体
に
関
す

る
こ
と
を
自
分
自
身
で
決
め
ら
れ
る
権
利
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
個
人
が
主
体
的
に
生

殖
を
行
い
、
産
み
た
い
時
に
産
め
る
社
会
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
し
か
し
日
本
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
現
状
は
惨
憺

（
さ
ん
た
ん
）
た
る
も
の
で
す
。
人
工
妊
娠

中
絶
は
７
回
の
妊
娠
で
１
回
行
わ
れ
、

D
V
は
女
性
の
５
人
に
１
人
が
経
験
。
虐

医
療
法
人
社
団
愛
慈
会

松
本
レ
デ
ィ
ー
ス
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

オ
フ
ィ
ス 

理
事
長

松
本 

玲
央
奈 

先
生

解
決
で
き
な
い
３
つ
の
壁
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
不
妊
治
療
ア
ク
セ
ス
の
壁
で
す
。
地
方

と
都
市
部
で
は
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
数
に
差

が
あ
り
、
不
妊
治
療
・
妊
娠
に
対
す
る
理
解

不
足
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
２
つ
目
は
金
銭

的
な
壁
で
す
。
人
工
授
精
、
体
外
受
精
な
ど

の
不
妊
治
療
は
今
月
か
ら
保
険
適
用
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
費
用
負
担
が
大
き

な
課
題
で
し
た
。
３
つ
目
が
機
会
の
壁
で
す
。

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
が
難
し
く
、
16
％

が
離
職
し
て
い
る
と
い
う
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
壁
の
解
決
策
の
一
つ
に
な
る
の

が
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
で
す
。
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
は
、

女
性
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
開
発

さ
れ
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
プ
ロ
ダ

ク
ト
や
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
私
は
一
般
社
団
法

人
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
代
表
理
事
と
し
て
不
妊
治
療
、
妊

活
支
援
、
政
府
へ
の
提
言
を
行
い
、
妊
活
や

妊
娠
、
出
産
に
不
安
の
な
い
世
の
中
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
不
妊
と
は
「
妊
娠
を
望
む
健
康
な
男
女
が

避
妊
を
し
な
い
で
性
交
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
１
年
間
で
妊
娠
し
な
い
こ
と
」
と

定
義
さ
れ
ま
す
。
現
代
の
医
学
で
は
ま
だ
妊

娠
自
体
の
プ
ロ
セ
ス
が
全
て
解
明
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
様
々
な
検
査
を
受
け
て
も
不
妊

原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
法
や
人
工
授
精
な
ど
の
一
般

不
妊
治
療
で
は
妊
娠
せ
ず
、体
外
受
精
に
よ
っ

て
結
果
的
に
不
妊
を
乗
り
越
え
た
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
り
ま
す
。
現
在
約
14
〜
15
人
に
１
人

が
体
外
受
精
で
産
ま
れ
て
お
り
、
妊
娠
の
希

望
を
可
能
な
限
り
か
な
え
る
た
め
に
、
生
殖

医
療
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
不
妊
治
療
に
は
、
医
療
だ
け
で
は

　
子
宮
内
膜
症
と
は
、
子
宮
の
内
側
に
あ
る

子
宮
内
膜
と
い
う
粘
膜
が
、
卵
巣
や
腹
膜
の

表
面
な
ど
子
宮
以
外
の
場
所
で
増
殖
す
る
病

気
で
す
。
主
な
原
因
は
月
経
と
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
で
す
。
月
経
の
た
び

に
は
が
れ
落
ち
る
子
宮
内
膜
が
卵
管
を
通
っ

て
腹
部
に
逆
流
す
る
こ
と
で
起
こ
り
、
罹
患 

（
り
か
ん
）
率
は
月
経
が
あ
る
生
殖
年
齢
女
性

の
約
10
％
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

少
子
化
や
晩
婚
化
、
初
潮
の
低
年
齢
化
に
よ

り
月
経
の
回
数
が
増
え
、
子
宮
内
膜
症
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
内
膜
症
の
主
な
症
状
は
、
月
経
痛
や

排
便
痛
、
性
交
痛
、
不
妊
で
す
。
放
置
す
る

と
が
ん
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
子
宮

の
周
り
に
癒
着
や
炎
症
が
あ
る
こ
と
で
妊
娠

合
併
症
を
起
こ
し
た
り
、閉
経
後
に
骨
粗
し
ょ

う
症
や
血
管
系
の
病
気
に
も
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
子
宮
内
膜
症
の
最
初
の
症
状
が
出
て
か
ら

確
定
診
断
に
至
る
ま
で
平
均
７
・
５
年
か
か

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
か
な
り

進
行
し
て
か
ら
受
診
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
鎮
痛
剤
が
手
放
せ
な
い
ほ
ど
の
月
経
痛

や
、
性
交
痛
、
排
便
痛
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
婦

人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
内
膜
症
に
は
様
々
な
治
療
法
が
あ
り
、

基
本
的
に
は
月
経
を
止
め
る
、
ま
た
は
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
を
抑
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
低
用
量
ピ
ル
や
黄
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤

を
服
用
す
る
ほ
か
、
I
U
S
と
い
う
器
具
を

子
宮
内
に
入
れ
る
方
法
、
注
射
ま
た
は
服
薬

で
卵
巣
へ
の
刺
激
を
な
く
す
「
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
ア

ナ
ロ
グ
」
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

希
望
を
し
っ
か
り
医
師
に
伝
え
て
、
ご
自
身

に
合
っ
た
治
療
法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ

り
変
動
す
る
、
あ
ら
が
え
な
い
波
の
よ
う
な

も
の
。
中
で
も
閉
経
前
後
の
45
〜
55
歳
は
、

大
き
な
波
が
一
気
に
引
い
て
い
く
更
年
期
の

時
期
で
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
欠
乏
に
よ
り

多
様
な
更
年
期
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
更
年
期
症
状
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が

及
び
、
か
つ
甲
状
腺
疾
患
な
ど
が
な
い
場
合

を
「
更
年
期
障
害
」
と
定
義
し
ま
す
。
更
年

期
障
害
に
は
心
理
・
社
会
的
要
因
も
関
係
し
、

き
ち
ょ
う
め
ん
で
真
面
目
、
自
己
犠
牲
的
で

完
璧
主
義
な
ど
の
性
格
、
職
場
の
役
職
や
人

間
関
係
、
育
児
や
介
護
の
負
担
、
家
庭
内
で

の
関
係
な
ど
が
影
響
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
治
療
は
薬
物
療
法
だ
け
で
な
く
、
多
角
的

に
行
い
ま
す
。
問
診
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、

心
理
・
社
会
的
要
因
を
探
り
、
改
善
ポ
イ
ン

ト
を
患
者
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
生
活
習
慣

の
指
導
だ
け
で
症
状
が
軽
快
す
る
こ
と
も
多

く
、
認
知
行
動
療
法
の
一
環
と
し
て
有
効
で

す
。
薬
物
療
法
に
は
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
、

漢
方
薬
、
向
精
神
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
の
波
を
お
だ
や
か
に
す

る
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

製
剤
の
ほ
か
、
子
宮
体
が
ん
の
リ
ス
ク
回
避

の
た
め
に
黄
体
ホ
ル
モ
ン
製
剤
も
併
用
し
ま

す
。症
状
や
体
質
に
応
じ
て
、鍼
灸（
し
ん
き
ゅ

う
）、
理
学
療
法
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
も
活

用
し
ま
す
。

　
更
年
期
の
セ
ル
フ
ケ
ア
は
、
生
活
の
基
本

で
あ
る
食
事
、運
動
、睡
眠
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
調
を
受
け

入
れ
、
今
ま
で
の
70
%
で
き
れ
ば
良
し
と
考

え
、
周
囲
を
頼
り
自
分
を
い
た
わ
る
気
持
ち

を
持
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。つ
ら
い
時
は

我
慢
せ
ず
、専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
海
外
に
は
様
々
な
避
妊
法
が
あ
り
、膣
（
ち

つ
）
の
中
に
入
れ
る
避
妊
リ
ン
グ
や
避
妊

パ
ッ
チ
、
埋
め
込
み
型
避
妊
具
や
避
妊
注
射

な
ど
の
中
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
日
本
で
は
古
典
的
避
妊
法
と
い

わ
れ
る
コ
ン
ド
ー
ム
が
96
％
を
占
め
、
日
本

の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
緊
急
避
妊
ピ
ル
に
つ
い
て
も
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
「
全
て
の
女
性
お
よ
び
少
女
に

は
緊
急
避
妊
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
が
あ

る
」
と
必
須
医
薬
品
と
し
て
認
め
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
手
に
入
れ
る
た
め
の
ハ
ー
ド

ル
が
非
常
に
高
い
状
況
で
す
。

　
「
産
ま
な
い
選
択
」
は
女
性
の
性
と
生
殖

の
権
利
で
す
が
、
日
本
で
は
な
か
な
か
守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
が
ど
の
よ
う
に
生
き

た
い
か
と
い
う
主
体
性
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

そ
こ
で
大
事
に
な
る
の
が
包
括
的
性
教
育
で

す
。
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
人
間
関
係
や

人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
暴
力
と
安
全
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
包
括
的
性
教
育
に
は
、
初
交
年

齢
の
遅
延
、
リ
ス
ク
の
高
い
行
為
の
減
少
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
性
的
な
話
題
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
話
し
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
私
た
ち
は「
自
主
的
に
生
き
る
」「
主

体
的
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り

習
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
練
習
を
す

る
こ
と
も
大
事
で
す
。
妊
娠
や
月
経
、
更
年

期
な
ど
は
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。「
し
ょ
う

が
な
い
も
の
」「
我
慢
す
る
も
の
」
な
ど
と

考
え
ず
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
で
女
性
が

も
っ
と
活
躍
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
総
論

【セッション②】 
子宮内膜症

【セッション③】 
更年期

【セッション④】 
キャリア形成と
体の健康

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
】 

不
妊
治
療

妊娠阻む３つの壁
フェムテックで乗り越える

性と生殖への理解
包括的性教育を

増加する子宮内膜症
放置せず適切な治療を

閉経前後にホルモン変動
心理的、社会的要因も

女性の健康 主体的に
キャリア中断しない

自分でデザインする
私らしい毎日
自分でデザインする
私らしい毎日


